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＜連絡事項＞
・今日から北病棟のベッドマットレス消毒を行っています。
・7/16～17で、面会用のモニターを設置します。

＜患者様連絡事項＞
・千葉　光広様～疼痛時）ロキソプロフェンNa(60)10T処方となっています。
・風穴　義信様～アパート家財処分するにあたり、業者見積の立ち合いの為、9：00よりスタッフ付き添いにて外出、10：10帰院されています。五葉産業の見立てでは、7万円程で掃除まで行えると話しがありました。
・織笠　健太郎様～8/1午後に施設スタッフ送迎で退院となります。初外来は8/12 10：00で予約済み。
・坂本　福子様～9：30青山荘宿泊体験より帰院。次回7/31(金)9:30～8/1（金）9：30帰院予定です。腹痛の訴え以外は、対応に困る事はなかったと報告受けています。帰院後は疲労感訴え臥床経過です。
・袴田　隆裕様～本日、母様来院し「単独外出・外泊承諾書」「私有物持ち込みに関する誓約書」にサインを頂いています。本人から返却の希望があったラジオ・スマホを返却しています。洗濯は今後自己洗濯になります。現金・ロッカー鍵を本人管理としています。小遣い帳の使用は本人拒否している為、現金の管理は確実に行うよう説明しています。
＜要注目患者様＞
・山下　幸子様～昨日の服薬管理について「自分が予定を変更できなかった事が原因で怒ってしまった」と振り返る事ができています。昨日のスタッフ対応について不満を訴える事はなく、「みんなの予定に合わせないといけないです」と話されています。スタッフ対応は穏やかです。
・高田　マキ様～終始独語し続け、妄想に左右された言動見られています。空笑したあと急に眼光鋭くなり表情硬さ見られています。スタッフ出入りする度に出口を見ていたが、スタッフが外線対応中に開けて出ようとすることあり介入しています。夜間は良眠です。本日朝から薬剤調整となっています。服薬時には「あれ？」と不審がるようすはありますが、拒否なく服用しています。
・袴田　隆裕様～日課や貴重品の管理について確認する事はありますが、説明には納得されています。外出の要求聞かれていますが、外出制限の説明には了承されています。表情の硬さはなく、スタッフとは雑談を交えて交流持つことが出来ています。
・原　吉郎様～朝食後、直前までホールで「死んでけろ」「ごめんごめん」等大声での独語聞かれていますが、独語していた内容を確認すると、「さっき喋っていたのは自分じゃないよ」と独語を否定しています。対応は穏やかです。
＜金Dr　診察情報＞

・坂本　福子様～「作業では時々寝てしまったりする。調子は悪くないです。良ければまた働きたいなと思っています。」症状は安定傾向であり、気分の変動や多弁さはみられないが現実検討能力は欠如しており今後も見守りが必要である。まずは青山荘の環境に馴染む事が優先であると説明受けている。ピコスルファートナトリウムでの排便コントロール良好、高圧剤減薬後も血圧低値が継続している事から、グーフィス（5）1T　1×夕が止め、アムロジピンＯＤ錠2.5ｍｇ1T　1×朝食後が止めとなる。
・中野渡　鉄男様～処方薬は変更なし。嚥下状態安定している為、食事形態変更（粥→ご飯、麺のみ通常）。
・井上　和美様～「良くなってきた。お通じもしっかり出るようになった。皮膚科の先生に診てもらったけど陰部が痒くてどうもならねえ」と訴える。内服薬は同内容で継続。
・小笠原　文人様～気分は安定している。内服変更なし。
・高橋　康満様～「変わりない。血圧は90だったり、高いと140くらいだったりする時がある。ふらついたりとかはないです。」と話す。処方は同内容で継続。
・十日市　利喜様～作業療法の内容を報告。処方変更なし。
・角濱　義弘様～体調については「順調です。作業も2時間大丈夫です。朝、6時に起きたあとも大丈夫です。」と話される。また、「父親に最後にあったのが去年だったし、弟から連絡があって僕を一番心配しているって聞いたので、19日（日）に外出して父に会ってきたいと思うのでお願いします。」と話される。従弟（父の妹の息子）に乗せて行ってもらうと言う。しかし、この方から何をしでかすか分からないので、外出を許可しないで欲しいと連絡が入っている。主治医より、時期が時期だけに外出許可は保留とするとの説明を受けると、渋々了解されている。臨時薬は、同内容で7日分処方となる。
